
魅
力

発
見
!

東
彼
杵
町

第
1
章

カ
ナ
ダ
を
思
わ
せ
る
山
々
と
堤
の
風
景

や
、
キ
ラ
キ
ラ
と
陽
光
を
は
じ
く
大
村
湾
、

青
空
に
映
え
る
若
緑
の
茶
畑
…
…

眼
前
に
の
び
の
び
と
広
が
る
風
景
に
、

心
洗
わ
れ
る
ひ
と
時
。

有
史
以
前
の
昔
か
ら
、
人
々
を
育
ん

で
き
た
肥
沃
な
大
地
を
踏
み
し
め
て
、

は
る
か
古
代
に
思
い
を
馳
せ
る
の
も
い

い
で
し
ょ
う
。

心
や
す
ら
ぐ
日
本
の
原
風
景
と
歴
史
の

ロ
マ
ン
が
共
存
す
る
町
へ
、
小
さ
な
旅
に

出
て
み
ま
せ
ん
か
。

豊
か
な
水
と
緑
に
抱
か
れ
た
私
た

ち
の
町
、
東
彼
杵
。
こ
こ
に
は
、
思

わ
ず
写
真
に
収
め
た
く
な
る
フ
ォ
ト

ジ
ェ
ニ
ッ
ク
・
ス
ポ
ッ
ト
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。
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❶ 道の駅「彼杵の荘」
東彼杵町のお茶、鯨肉をはじめとした特
産品や新鮮な野菜・果物、お弁当など
を販売する道の駅。買い物に、ドライ
ブの休憩に、連日多くの人で賑わってい
ます。

❷ ひさご塚古墳
ひょうたん塚とも呼ばれる約１,500 年前
の豪族の墓。復原され、緑に覆われた
前方後円墳は、東そのぎ IC を下りてす
ぐ目に飛び込んでくる東彼杵町のシンボ
ル。公園内の歴史民俗資料館には副葬
品も展示されています。

❸ 日本 26 聖人乗船記念碑
禁教令のもと関西で捕らえられた宣教師
と信者一行が、ここから海路で殉教の
地・長崎へ向かいました。旧彼杵海水
浴場入り口に石碑が建てられ、当時を偲
ばせます。

あなただけの
お気に入りスポットを見つけよう！
道の駅「彼杵の荘」を拠点に、心やすらぐ風景を探す休日ドライブや
旧長崎街道をたどる歴史ウォークを楽しむのもよし、
千綿駅周辺でちょっとひと息、お洒落な時間を過ごすのもよし。
知れば知るほど味わい深く、新しい魅力が見つかるはずです。

東彼杵町

❺ 千綿渓谷（龍頭泉）
千綿川の清流に沿って48 の滝と淵が連
なる渓谷。上流にある一番大きな滝は
「龍頭泉」と呼ばれ、付近にはキャンプ
やレクリエーションが楽しめる龍頭泉い
こいの広場もあります。

❹ 赤木集団茶園
お茶の名産地・東彼杵町にあって、大
村湾を一望する高台に広がる赤木集団
茶園は、西九州一の面積を誇ります。
毎年冬にはお茶畑ロードレース大会が催
され、県内外から数多くのランナーが集
まります。

❻ JR 千綿駅
昭和初期の建築当時のレトロな雰囲気
を残した駅舎と、海に隣接した立地が人
気の撮影スポット。周辺のお洒落な
ショップを巡るのもおすすめです。

嬉野市
佐賀県

大村市

205

34

34

俵坂峠

虚空蔵山

番神山

元禄波止

水神宮

龍頭泉
いこいの広場

河川公園
やすらぎの里

米どころ
木場のむすび

JR千綿駅

道の駅「彼杵の荘」

ひさご塚古墳
歴史民俗資料館

日本 26 聖人乗船記念碑

長
崎
自
動
車
道

グリ

ー
ン

ロー
ド

四ツ池

千綿渓谷

東そのぎ
IC

大村湾 P

遠目山

赤木集団茶園

俵
坂
ト
ン
ネ
ン
ル

❶

❷

❸

❹

❺

❻

川棚町
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水辺の
風景。

こ
の
土
地
に
温
暖
な
気
候
を
も
た
ら
し

た
恵
み
の
海
・
大
村
湾
。

町
を
囲
む
多
良
山
系
の
山
々
か
ら
湧
き

出
し
た
水
の
流
れ
は
、
時
に
し
ぶ
き
を
あ

げ
る
激
し
い
滝
と
な
って
ほ
と
ば
し
り
、
海

を
目
指
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
に
表
情
を
変
え
る
豊
か
な
水

は
、
見
る
人
を
魅
了
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

波
お
だ
や
か
な

琴
の
海

魅力
その
1

1 陽光をはじく大村湾の絶景。青空に溶け込みそうに見
える対岸は西彼杵半島。

2 たそがれ時の音琴漁港。鏡面の海には、もうひとつの
夕日が映えます。

3 串ノ浦付近を走るシーサイドライナー。知る人ぞ知る撮
影スポットでもあります。

4 長崎自動車道大村湾パーキングからの夕景。休憩つい
でに風景も楽しめます。

1

2

3

4
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1

3 2

4

7

6
5

町
の
く
ら
し
に

寄
り
添
い
な
が
ら

1 遠い夏の日、子どもたちの声が響いた旧彼杵海水浴場も今は静かな松原に。

2 元禄波止と呼ばれる旧彼杵港。たくさんの人や荷物が船出していきました。

3 川棚町との境界に近い音琴地区の漁港。大村湾漁協東彼杵支所も傍らに。

4 千綿川河口、水神橋のたもとの船の繋留施設。左手奥には水神宮もあります。

5 多良山系の山々を背後に、彼杵川中流の穏やかな流れにくつろぐひと時。

6 川に組まれた石はうなぎ塚といい、彼杵川の天然うなぎを捕える仕掛けです。

7 彼杵川最下流、どこかのんびりした風情の橋を渡れば旧長崎街道彼杵宿へ。
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こ
こ
に
し
か

な
い
風
景

深
澤
三
代
の

偉
業

コ
ラ
ム

初
代
深
澤
儀
太
夫
勝
清
は
、
江
戸
初
期
に
紀
伊
国

（
現
和
歌
山
県
）
で
捕
鯨
法
を
学
ん
だ
の
ち
大
村
で

鯨
組
を
組
織
し
、
五
島
方
面
で
鯨
漁
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。捕
鯨
で
得
た
巨
万
の
富
を
惜
し
む
こ
と
な
く
、

大
村
市
野
岳
湖
（
野
岳
堤
）、
東
彼
杵
町
の
三
井
木

場
堤
の
ほ
か
新
田
開
発
や
道
路
改
修
な
ど
多
く
の
公

共
事
業
に
費
や
し
た
の
で
す
。
そ
の
功
績
に
よ
り
、

藩
主
大
村
純
長
よ
り
深
澤
の
姓
を
賜
り
ま
し
た
。

初
代
勝
清
の
弟
で
養
子
と
な
っ
た
二
代
目
勝
幸

も
、
捕
鯨
で
築
い
た
私
財
を
投
じ
て
、
東
彼
杵
町
の

蕪か
ぶ
ら堤
、
中な
か

堤
、
鹿か
の
ま
る

ノ
丸
堤
、
瀬せ
だ
き滝
堤
を
築
き
水
田

を
開
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
勝
幸
の
二
男
儀
平
次

重
昌
も
同
様
に
綿わ
た
う
ち打
堤
、太お
お
た
し
ろ

田
代
堤
を
築
き
ま
し
た
。

現
在
、
三
井
木
場
堤
の
ほ
と
り
に
は
、
儀
太
夫
家
の

偉
業
を
称
え
る
顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 56

7

2

1

3

4

1 2 レトロな JR 千綿駅は、さまざまなメディアに取り上げられる人気スポット。

3 列車が到着するまで、目の前に広がるとびきりの風景を楽しんで。

4 緩やかにカーブした線路を、海側にわずかに傾きながら列車はホームへ。

5 JR 大村線を走るシーサイドライナー。海側に座れば、車窓には大村湾の夕景。

6 豊かに湛えられた水はまるで鏡面のよう。空との境目すら曖昧になります。

7 初代深澤義太夫の献金で築かれた、堤長約 180 メートルの三井木場堤。

17 16



龍
頭
泉
と
広
瀬
淡
窓

コ
ラ
ム

多
良
岳
県
立
自
然
公
園
の
一
部
、
龍
頭
泉
の
名
で
知

ら
れ
る
千
綿
渓
四
十
八
潭
は
、
千
綿
川
の
清
流
に
沿
っ

て
四
十
八
の
滝
と
淵
が
連
な
る
美
し
い
渓
谷
で
す
。「
龍

頭
泉
」
は
も
と
も
と
渓
谷
の
奥
に
あ
る
滝
の
ひ
と
つ
に

つ
け
ら
れ
た
名
前
で
し
た
が
、
渓
谷
の
総
称
と
し
て
用

い
ら
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

名
付
け
た
の
は
江
戸
時
代
の
儒
学
者
・
広
瀬
淡た

ん
そ
う窓

で

す
。
江
戸
時
代
末
期
の
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）、
大
村

藩
主
の
大
村
純す

み
あ
き顕
に
招
か
れ
、
こ
の
渓
谷
を
訪
れ
ま
し

た
。
み
ご
と
な
景
観
に
「
ま
る
で
巨
大
な
龍
が
横
た
わ
っ

て
い
る
か
の
よ
う
だ
」
と
感
嘆
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
滝
や

淵
に
「
玉
簾
の
滝
」「
木
葉
不
浮
淵
」
な
ど
の
名
前
を
つ

け
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

広
瀬
淡
窓
は
豊
後
国
日
田
（
現
在
の
大
分
県
日
田
市
）

で
私
塾
を
開
き
、
数
多
く
の
門
人
を
育
て
た
教
育
者
と

し
て
名
高
い
人
物
で
す
。
ま
た
、
漢
詩
人
と
し
て
も
著

名
で
、
千
綿
に
生
ま
れ
育
っ
た
武
士
で
俳
人
の
川
原
元

治
（
俳
号
：
悠
々
）
と
親
交
が
あ
り
ま
し
た
。

1

2

36

5

4

息
を
の
む
景
観 

1 巨大な龍に見立てられた千綿渓谷。龍頭泉橋付近から下ると「龍頭泉」の滝。

2 龍頭泉からやや下流、流れ落ちた水は深さ１８メートルの「木葉不浮淵」へ。

3 静かな「静止淵」を経て、豊かな水量の滝となって「呑空淵」に流れ込みます。

4 さまざまな形状の岩の間を水しぶきとともに流れていく千綿川中流。

5 「蓮花淵」は龍の腹部にあたる部分。川は大きな岩の間を流れていきます。

6 岩にはじける水しぶきが輝くすだれのように流れ落ちる、美しい「玉簾の滝」。
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